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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

中間連結会計期間
第21期

中間連結会計期間
第20期

会計期間
自2025年１月１日
至2025年６月30日

自2026年１月１日
至2026年６月30日

自2025年１月１日
至2025年12月31日

売上高 （千円） 1,449,440 1,450,787 3,416,769

経常利益又は経常損失（△） （千円） △60,240 8,793 28,883

親会社株主に帰属する中間純利益又

は親会社株主に帰属する中間（当

期）純損失（△）

（千円） △75,683 20,807 △3,112

中間包括利益又は包括利益 （千円） △75,683 20,807 △3,112

純資産 （千円） 2,613,802 2,645,680 2,686,373

総資産 （千円） 5,562,101 5,046,308 5,548,575

１株当たり中間純利益又は１株当た

り中間（当期）純損失（△）
（円） △18.46 5.08 △0.76

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.0 52.4 48.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △718,894 86,775 △525,792

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △355,283 105,411 △408,033

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 502,517 △349,870 291,336

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 1,037,007 808,494 966,177

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、第20期中間連結会計期間及び第20期は、１株当た

り中間（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第21期中間連結

会計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等の

リスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移し

たものの、物価上昇の継続や金融政策の動向による金利上昇への関心の高まりに加え、中東情勢をはじめとする地

政学的リスクや金融資本市場の変動等の影響もあり、経済環境の先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

　当社グループの属する国内不動産業界におきましては、建築資材価格や労務費の高止まりに加え、住宅ローン金

利の動向や物価上昇の影響等から、実需層の住宅取得マインドは慎重な状況が続きました。一方で、投資用不動産

を中心に底堅い需要も見られたものの、事業環境は引き続き慎重な状況で推移いたしました。

　このような環境のもと、当社グループにおきましては、関東エリアを中心に建築請負事業及び土地売買が堅調に

推移するとともに、投資用不動産の販売を進める等、収益基盤の強化に取り組んでまいりました。不動産販売事業

において、ナフサショックの影響で建売住宅の利益率が低下したうえ、販売が低調となったものの、保有資産の有

効活用及び資産効率の向上を目的として固定資産の売却を実施する等、各施策を着実に推進いたしました。底堅い

需要のある投資用不動産において、保有している原価上昇前に竣工した案件の販売に注力することにより、収益性

の改善を図ってまいります。

　この結果、当中間連結会計期間における経営成績は、売上高1,450,787千円（前年同期比0.1％増）、営業利益

15,208千円（前年同期は61,319千円の営業損失）、経常利益8,793千円（前年同期は60,240千円の経常損失）、親

会社株主に帰属する中間純利益20,807千円（前年同期は75,683千円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりま

した。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①不動産販売事業

　不動産販売事業におきましては、関東エリア１号物件となる埼玉県の投資用木造アパートを含め、投資用不動産

２棟を販売したものの、ナフサショックの影響で建売住宅の利益率が低下したうえに販売が低調となり、売上高は

減少し、セグメント利益は大きく減少いたしました。この結果、売上高は784,644千円（前年同期比7.6％減）、セ

グメント利益は40,081千円（前年同期比51.1％減）となりました。

 

②建築請負事業

　建築請負事業におきましては、新築請負の受注は堅調に推移しつつ営繕・リフォームの受注が増加傾向にあり、

売上高は増加いたしました。また、継続的なコストカットによる収益性向上の影響もあり、セグメント利益は大き

く増加いたしました。この結果、売上高は711,500千円（前年同期比18.3％増）、セグメント利益は25,453千円

（前年同期は49,017千円のセグメント損失）となりました。

 

　当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して502,267千円減少し、5,046,308千円となりまし

た。これは主に仕掛販売用不動産が578,653千円減少したこと等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して461,574千円減少し、2,400,627千円となりました。これは主に短期借入金

が435,500千円減少したこと等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して40,692千円減少し、2,645,680千円となりました。これは親会社株主に

帰属する中間純利益の計上による増加20,807千円、剰余金の配当の支払いによる減少61,500千円によるものであり

ます。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

157,682千円減少し808,494千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、86,775千円となりました（前年同期は718,894千円の減少）。これは主に、棚卸

資産の増加額129,086千円、前渡金の減少額261,800千円、未成工事受入金の減少額92,924千円等によるものであり

ます。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の増加は、105,411千円となりました（前年同期は355,283千円の減少）。これは主に、定期

預金の払戻による収入41,908千円、有形固定資産の売却による収入70,000千円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は、349,870千円となりました（前年同期は502,517千円の増加）。これは主に、短期

借入金の返済による支出435,500千円、長期借入れによる収入250,000千円、長期借入金の返済による支出102,776

千円等によるものであります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年８月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,100,874 4,100,874

東京証券取引所

（グロース市場）

福岡証券取引所

（Ｑ－Ｂｏａｒｄ市場）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、１単元の株式

数は100株でありま

す。

計 4,100,874 4,100,874 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年１月１日～

2026年６月30日
－ 4,100,874 － 462,491 － 452,461
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（５）【大株主の状況】

  2026年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

亀井　浩 大分県別府市 1,682,900 41.04

有限会社イージー・コンサルティング 大分県別府市西野口町２番16号 400,000 9.75

株式会社SBI証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 168,669 4.11

楽天証券株式会社共有口 東京都港区南青山二丁目６番21号 80,200 1.95

廣田商事株式会社 福岡県福岡市中央区港二丁目８番25号 37,000 0.90

佐藤　敬治 岡山県都窪郡 30,300 0.73

山口　定男 東京都八王子市 24,600 0.59

中嶋　浩一 兵庫県神戸市 24,100 0.58

片岡　伸吾 長崎県島原市 21,200 0.51

岩尾　崇清 佐賀県三養基郡 20,900 0.50

計 － 2,489,869 60.72

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,096,600 40,966 －

単元未満株式 普通株式 3,474 － （注）

発行済株式総数  4,100,874 － －

総株主の議決権  － 40,966 －

（注）「単元未満株式」欄には、自己株式37株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2026年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社グランディーズ
大分県大分市都町

二丁目１番10号
800 － 800 0.01

計 － 800 － 800 0.01

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間において、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社グランディーズ(E27046)

半期報告書

 7/18



第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年１月１日から2026年６月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,008,085 808,794

売掛金 12,520 7,601

完成工事未収入金及び契約資産 37,843 33,060

販売用不動産 2,753,306 3,040,443

仕掛販売用不動産 1,081,014 502,360

未成工事支出金 24,150 29,561

その他 357,550 41,401

流動資産合計 5,274,471 4,463,223

固定資産   

有形固定資産   

土地 60,869 356,733

その他（純額） 26,730 58,350

有形固定資産合計 87,599 415,083

無形固定資産   

のれん 78,917 60,705

その他 1,479 817

無形固定資産合計 80,397 61,523

投資その他の資産 ※ 106,106 ※ 106,478

固定資産合計 274,103 583,084

資産合計 5,548,575 5,046,308

負債の部   

流動負債   

不動産事業未払金 65,365 61,057

工事未払金 132,210 104,243

短期借入金 477,000 41,500

１年内返済予定の長期借入金 172,692 188,836

未払法人税等 32,112 6,722

未成工事受入金 173,847 80,923

引当金 51,627 8,378

その他 57,043 78,534

流動負債合計 1,161,899 570,196

固定負債   

長期借入金 1,595,124 1,726,204

退職給付に係る負債 32,006 31,268

資産除去債務 17,399 17,420

役員退職慰労引当金 49,072 50,999

その他 6,701 4,539

固定負債合計 1,700,302 1,830,431

負債合計 2,862,202 2,400,627

純資産の部   

株主資本   

資本金 462,491 462,491

資本剰余金 514,984 514,984

利益剰余金 1,709,268 1,668,576

自己株式 △371 △371

株主資本合計 2,686,373 2,645,680

純資産合計 2,686,373 2,645,680

負債純資産合計 5,548,575 5,046,308
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

売上高 1,449,440 1,450,787

売上原価 1,142,148 1,128,757

売上総利益 307,291 322,029

販売費及び一般管理費 ※ 368,611 ※ 306,821

営業利益又は営業損失（△） △61,319 15,208

営業外収益   

受取利息 741 907

受取手数料 2,110 1,470

貸倒引当金戻入額 880 806

消費税差額 5,400 1,982

その他 5,041 3,007

営業外収益合計 14,173 8,173

営業外費用   

支払利息 11,055 14,513

その他 2,038 75

営業外費用合計 13,093 14,588

経常利益又は経常損失（△） △60,240 8,793

特別利益   

固定資産売却益 1,538 19,653

特別利益合計 1,538 19,653

特別損失   

固定資産除却損 96 －

特別損失合計 96 －

税金等調整前中間純利益又は

税金等調整前中間純損失（△）
△58,798 28,446

法人税、住民税及び事業税 15,055 3,013

法人税等調整額 1,829 4,625

法人税等合計 16,885 7,639

中間純利益又は中間純損失（△） △75,683 20,807

親会社株主に帰属する中間純利益又は

親会社株主に帰属する中間純損失（△）
△75,683 20,807

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △75,683 20,807

中間包括利益 △75,683 20,807

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △75,683 20,807

 

EDINET提出書類

株式会社グランディーズ(E27046)

半期報告書

10/18



（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は
税金等調整前中間純損失（△）

△58,798 28,446

減価償却費 24,560 28,478

のれん償却額 12,141 18,211

賞与引当金の増減額（△は減少） △157 △985

株主優待引当金の増減額（△は減少） 12,404 △41,865

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,069 1,927

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △194 △398
貸倒引当金戻入額 △880 △806
受取利息及び受取配当金 △741 △907
助成金収入 － △250

支払利息 11,055 14,513

固定資産売却益 △1,538 △19,653

売上債権の増減額（△は増加） 18,535 9,702

棚卸資産の増減額（△は増加） △438,401 △129,086

前渡金の増減額（△は増加） 1,500 261,800

前払費用の増減額（△は増加） 4,768 4,061

長期前払費用の増減額（△は増加） △52 158

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,062 △738

仕入債務の増減額（△は減少） △111,151 △32,274

未払金の増減額（△は減少） 8,044 3,161

未収消費税等の増減額（△は増加） △31,592 44,816

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,020 △229

未成工事受入金の増減額（△は減少） 4,147 △92,924

不動産事業受入金の増減額（△は減少） 1,600 800

仮受金の増減額（△は減少） － 17,604

預り金の増減額（△は減少） △2,056 △436

その他 6,447 10,912

小計 △538,249 124,038

利息及び配当金の受取額 741 907

助成金の受取額 － 250

利息の支払額 △11,163 △14,504
法人税等の支払額 △170,223 △23,916

営業活動によるキャッシュ・フロー △718,894 86,775

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期積金の預入による支出 － △5,500

定期預金の払戻による収入 － 41,908

有形固定資産の取得による支出 △22,810 －

有形固定資産の売却による収入 2,805 70,000

資産除去債務の履行による支出 △3,500 －
無形固定資産の取得による支出 △1,092 －

出資金の回収による収入 600 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△339,474 －

その他 8,188 △996

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,283 105,411

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 50,000 －

短期借入金の返済による支出 △53,000 △435,500

長期借入れによる収入 695,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △102,282 △102,776
社債の償還による支出 △5,000 －
リース債務の返済による支出 △389 △390
配当金の支払額 △81,810 △61,204

財務活動によるキャッシュ・フロー 502,517 △349,870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △571,659 △157,682

現金及び現金同等物の期首残高 1,608,667 966,177

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,037,007 ※ 808,494
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【注記事項】

（追加情報）

（保有目的の変更）

　当中間連結会計期間において、保有目的の変更により、「仕掛販売用不動産」に計上されていた379,189千

円を有形固定資産の土地及びその他（純額）へ振替えております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除した貸倒引当金は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2025年12月31日）

当中間連結会計期間

（2026年６月30日）

投資その他の資産 20,040千円 19,233千円

 

（中間連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

　前中間連結会計期間

（自　2025年１月１日

　　至　2025年６月30日）

　当中間連結会計期間

（自　2026年１月１日

　　至　2026年６月30日）

給料及び手当 87,092千円 81,489千円

賞与引当金繰入額 1,822 489

完成工事補償引当金繰入額 1,330 1,656

役員退職慰労引当金繰入額 2,069 1,927

株主優待引当金繰入額 44,684 －

地代家賃 51,675 31,793

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2025年１月１日
至 2025年６月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年１月１日
至 2026年６月30日）

現金及び預金勘定 1,037,007千円 808,794千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △300

現金及び現金同等物 1,037,007 808,494

 

（株主資本等関係）

前中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年３月27日

定時株主総会
普通株式 82,000 20  2024年12月31日  2025年３月28日 利益剰余金

（注）2025年３月27日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、記念配当５円を含んでおります。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。
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当中間連結会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年３月26日

定時株主総会
普通株式 61,500 15  2025年12月31日  2026年３月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
不動産
販売事業

建築請負
事業

売上高      

顧客との契約か

ら生じる収益
803,010 597,749 1,400,759 － 1,400,759

その他の収益 45,017 3,662 48,680 － 48,680

外部顧客への売

上高
848,028 601,412 1,449,440 － 1,449,440

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

744 － 744 △744 －

計 848,772 601,412 1,450,184 △744 1,449,440

セグメント利益又

は損失（△）
81,974 △49,017 32,957 △94,277 △61,319

のれん償却額 12,141 － 12,141 － 12,141

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△94,277千円には、全社費用△94,387千円の他、セグメント間

の取引消去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入

であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「不動産販売事業」セグメントにおいて、当社が株式会社三愛ホームの全株式を取得したことに伴い

当中間連結会計期間より、同社を連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加

額は、当中間連結会計期間においては109,270千円であります。
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当中間連結会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
不動産
販売事業

建築請負
事業

売上高      

顧客との契約か

ら生じる収益
735,779 673,160 1,408,939 － 1,408,939

その他の収益 41,847 － 41,847 － 41,847

外部顧客への売

上高
777,627 673,160 1,450,787 － 1,450,787

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

7,016 38,340 45,357 △45,357 －

計 784,644 711,500 1,496,144 △45,357 1,450,787

セグメント利益 40,081 25,453 65,535 △50,326 15,208

のれん償却額 18,211 － 18,211 － 18,211

（注）１．セグメント利益の調整額△50,326千円には、全社費用△49,566千円の他、セグメント間の取引消

去等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃貸料収入

であります。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

１株当たり中間純利益又は

１株当たり中間純損失（△）
△18円46銭 5円08銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株

主に帰属する中間純損失（△）（千円）
△75,683 20,807

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益又は親会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

△75,683 20,807

普通株式の期中平均株式数（株） 4,100,037 4,100,037

（注）当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。なお、前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

 

2026年８月10日

株式会社　グランディーズ

取締役会　御中

 

三優監査法人

福岡事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大神　　匡

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植木　貴宣

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グラン

ディーズの2026年１月１日から2026年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年１月１日から2026年６月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社グランディーズ及び連結子会社の2026年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
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められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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